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Time
植物個体群 動物群集 行動 進化 保全 Ecosystem management

Plant community /
Landscape ecology

Behavior

13:00 [A01-01]
蘚苔類の種数の標高に伴う変化:
維管束植物との比較
*夫婦石 千尋（九州大学）, 秋山
弘之（人と自然の博物館）, 永濱
藍（九州大学）, 矢原 徹一
（QOU）

[B01-01]
北上・分布拡大するサンゴ2種の
遺伝構造および褐虫藻組成の比
較
*鎌田 真壽（宮崎大学）, 志村 晶
史（宮崎大学）, 北野 裕子（国環
研）, 井口 亮（産総研）, 長井 敏
（中央水研）, 清水 庄太（海洋大
フィールド研セ）, 安田 仁奈（宮崎
大学）

[C01-01]
2種類の鳴き声を切り替えるツク
ツクボウシの相互作用に関する
研究
*石丸 貴大（筑波大学大学院）,
河辺 徹（筑波大学）, 合原 一究
（筑波大学）

[D01-01]
ゲノム編集から明らかにする性的
二型原因遺伝子の適応度への影
響
*安齋 賢（東北大学, 国立遺伝学研究
所, 基礎生物学研究所）, 持田 浩治
（慶應義塾大学, 琉球大学）, 藤本 真
悟（琉球大学）, Daniel F.
MOKODONGAN（Univ. Ryukyus, Halu
Oleo Univ.）, Bayu Kreshna Adhitya
SUMARTO（Univ. Ryukyus）,
Kawilarang W. A. MASENGI（Sam
Ratulangi Univ.）, Renny K. HADIATY
（LIPI）, 永野 惇（龍谷大学）, 豊田 敦
（国立遺伝学研究所）, 成瀬 清（基礎
生物学研究所）, 山平 寿智（琉球大
学）, 北野 潤（国立遺伝学研究所）

[E01-01]
東京大都市圏における生物多様
性保全には周辺緑地面積よりも
緑地の歴史が重要
*岩知道 優樹（横浜国立大学）,
内田 圭（東京大学）, 林 晋也（福
岡大学）, 孫 熙（横浜国立大学）,
桐下 正隆（横浜国立大学）, 堀内
颯夏（横浜国立大学）, 森 章（横
浜国立大学）, 佐々木 雄大（横浜
国立大学）

[F01-01]
Elucidation of heavy metal
tolerance in Miscanthus sinensis
growing at a mine site,
considering the interaction with
root endophytic fungi
*Xingyan LU（Univ. of Tsukuba）,
Keiko YAMAJI（Univ. of
Tsukuba）, Toshikatsu HARUMA
（JAEA, Univ. of Tsukuba）, Kohei
DOYAMA（Univ. of Tsukuba）,
Hayato MASUYA（FFPRI）

[G01-01]【EPAA】
東京大都市圏における異なる土
地利用タイプごとの植物の機能
的な希少性の把握
*Xi SUN（Yokohama National
University）, Yuki IWACHIDO
（Yokohama National University）,
Shinya HAYASHI（Fukuoka
University）, Souki HORIUCHI
（Yokohama National University）,
Masataka KIRISHITA（Yokohama
National University）, Akira MORI
（Yokohama National University）,
Takehiro SASAKI（Yokohama
National University）

[H01-01]
Challenging weather and
cooperation in a cooperative
breeder
*Fumiaki NOMANO（Sokendai）

13:15 [A01-02]
鉱山集積場においてススキが関
与したアカマツ実生の生残要因
の解明
*春間 俊克（原子力機構, 筑波大
学・生命環境）, 山路 恵子（筑波
大学・生命環境）, 野路 建太（筑
波大学・生命環境）, 土山 紘平
（筑波大学・生命環境）, 盧 星燕
（筑波大学・生命環境）, 升屋 勇
人（森林総合研究所）, 黒澤 陽子
（岩手連大, 山形大学）, 森 茂太
（山形大学）, 富山 眞吾（北海道
大学）

[B01-02]
異なる作付体系（早植え栽培、普
通期栽培、二毛作）の水田間での
水生動物群集の比較
*安野 翔（埼玉環科国セ）

[C01-02]
音響計測と信号処理に基づくス
ズムシの鳴き交わしの特徴分析
*白坂 誠浩（筑波大学大学院）,
武田 龍（大阪大学）, 河辺 徹（筑
波大学）, 合原 一究（筑波大学）

[D01-02]
アオモンイトトンボにおけるオス擬
態の分子機構
*高橋 迪彦（東北大学）, 奥出 絃
太（産業技術総合研究所, 東京
大学）, 二橋 亮（産業技術総合研
究所）, 高橋 佑磨（千葉大学）, 河
田 雅圭（東北大学）

[E01-02]
草原性植物群集の組成を決める
要因は何か？
*内山 義政（東京都立大学, 静岡
県賀茂農林事務所）, 大澤 剛士
（東京都立大学）

[F01-02]【EPAA】
微生物は劣化土壌で多様性を高
められるか？：サブサハラアフリ
カでの農地開発の影響
*Takamitsu OHIGASHI,
Yoshitaka UCHIDA（Hokaido
University）

[G01-02]【EPAA】
Surmising major prey species for
Grey-faced Buzzards in Kyushu:
Differences between regions with
different agricultural schedules in
paddies
*Kensuke KITO（UTokyo）, Go
FUJITA（UTokyo）, Fumitaka
ISEKI（WGTW）, Tadashi
MIYASHITA（UTokyo）

[H01-02]
Density-dependent mating
strategies in the desert locusts
*Koutaro MAENO（JIRCAS）

13:30 [A01-03]
鉱山集積場に自生するススキが
促進するアカマツ実生の定着要
因
*野路 建太（筑波大学・生命環
境）, 春間 俊克（原子力機構, 筑
波大学・生命環境）, 山路 恵子
（筑波大学・生命環境）, 土山 紘
平（筑波大学・生命環境）, 盧 星
燕（筑波大学・生命環境）, 升屋
勇人（森林研究・整備機構）, 黒
沢 陽子（岩手連大, 山形大学）,
森 茂太（山形大学）, 富山 眞吾
（北海道大学）

[B01-03]【B】
環境と生態的変数による各空間
スケールにおける沖縄アリ群集
の時間的変動
*Jamie Michael KASS（Okinawa
Inst. Sci. Tech. Univ.）, Ian
DONOHUE（Trinity College
Dublin）, Evan P. ECONOMO
（Okinawa Inst. Sci. Tech. Univ.）

[C01-03]
イルカの環境応答を検出する：音
響データに対する非線形時系列
解析の適用
*浅井 和成（東北大学）, 赤松 友
成（笹川平和財団）, Dede
AYHAN（Istanbul Univ., TMRF）,
Ayaka OTZTURK AMAHA
（Istanbul Univ., TMRF）, 長田 穣
（中央水産研究所）, 近藤 倫生
（東北大学）

[D01-03]
チリメンカワニナの感潮域集団に
おける概潮汐リズム関連遺伝子
*横溝 匠（千葉大・院・融合）, 高
橋 佑磨（千葉大・院・理）

[E01-03]
東京都武蔵野市の管理された都
市林における樹木動態の分析
*島田 和則（森林総研多摩科学
園）

[F01-03]【EPAA】
Diseases and plant community
type
*Xi WANG（Yokohama National
Univ.）

[G01-03]【EPAA】
Long-term effects of deer
overgrazing and exclusion on soil
seed bank: the change in
abundance and species diversity
*Thao Thi DOAN, Shota
SAKAGUCHI, Masae Iwamoto
ISHIHARA（Kyoto University）

[H01-03]【EPAA】
アリ随伴性シジミチョウは天敵の
いない侵入先で共生関係を解消
するのか？
*中林 ゆい, 大島 一正（京都府
立大学）

13:45 [A01-04]
重金属環境に植林されたヒサカ
キの重金属耐性機構および内生
菌との相互作用の解明
*岡部 千晴（筑波大学・生命環
境）, 山路 恵子（筑波大学・生命
環境）, 土山 絋平（筑波大学・生
命環境）, 春間 俊克（原子力機
構, 筑波大学・生命環境）, 升屋
勇人（森林研究・整備機構）

[B01-04]
環境変動に対する群集動態駆動
ルールの反応性：魚類群集観測
データの非線形時系列解析
*大友 優里（東北大学）, 益田 玲
爾（京都大学）, 長田 穣（水産機
構水資研）, 川津 一隆（東北大
学）, 近藤 倫生（東北大学）

[C01-04]
飛翔中のショウリョウバッタの発
音方法：キチキチ音はどのような
動きで生じるか
*久我 立, 粕谷 英一（九州大学）

[D01-04]
ニホンノウサギが冬季に白化する
か茶色のままかを決める原因遺
伝子と進化史
*木下 豪太（京都大学）, 布目 三
夫（名古屋大学）, 郷 康広（自然
科学研究機構）, 牧野 能士（東北
大学）, 辰本 将司（自然科学研究
機構）, Alexey P KRYUKOV（RAS
Vladivostok）, Sang-Hoon HAN
（NIBR Incheon）, Irina
KARTAVTSEVA（RAS
Vladivostok）, 永野 惇（龍谷大
学）, 山田 文雄（森林総合研究
所）, 鈴木 仁（北海道大学）, 井鷺
裕司（京都大学）

[E01-04]
茨城県桜川市におけるヤマザク
ラ・カスミザクラの生育状況と生態
系サービスの評価
*勝田 翔（筑波大学）, 佐伯 いく
代（筑波大学）, 庄山 紀久子（防
災科学技術研究所）, 上條 隆志
（筑波大学）

[F01-04]【EPAA】
Inference of microbial traits from
massive metagenomic data:
Development of bioinformatic
pipeline and its applications to
microbial communities
*Kazumori MISE, Wataru
IWASAKI（The University of
Tokyo）

[G01-04]【EPAA】
Drought effects on the seedling
dynamics of a seasonally dry
tropical forest in northern
Thailand
*Prapawadee NUTIPRAPUN
（Osaka City University）,
Sutheera HERMHUK（Maejo
University）, Satoshi NANAMI
（Osaka City University）, Akira
ITOH（Osaka City University）,
Mamoru KANZAKI（Kyoto
University）, Dokrak MAROD
（Kasetsart University）

[H01-04]【EPAA】
Genetic variation in phenotypic
plasticity (GxE) is a major driver
of personality in a clonal fish
*Sakie KODAMA（TUMSAT）,
Raphaël ROYAUTé（LMU）, Niels
DINGEMANSE（LMU）, Hiroshi
HAKOYAMA（TUMSAT, FRA,
Nagano University）
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Time
植物生理生態 動物群集 行動 進化 保全 Ecosystem management

Plant community /
Landscape ecology

Behavior

14:15 [A01-05]
鉱山跡地に自生するアオキの金
属耐性と内生菌 Pezicula ericae
の関与
*土山 紘平（筑波大学・生命環
境）, 山路 恵子（筑波大学・生命
環境）, 春間 俊克（原子力機構,
筑波大学・生命環境）, 升屋 勇人
（森林研究・整備機構）

[B01-05]
CCMを用いた因果推定手法の組
成データ適用性
*熊倉 大騎（北大院・生命科学）,
山口 諒（北大院・先端生命）, 中
岡 慎治（北大院・先端生命）

[C01-05]
コオイムシにおける配偶者選択
の個体群間比較
*大庭 伸也, 松田 彩葉, 大浦 ひ
なた, 山田 知帆乃, 吉村 愛菜
（長崎大学教育学部）

[D01-05]【B】
オウトウハダニにおける生殖隔離
と遺伝距離
*佐藤 幸恵（筑波大・山岳セ）, 藤
原 聡（茨城農業経営課, 茨城大・
農）, EGAS Martijn（アムステルダ
ム大）, 松田 朋子（日本バイオ
データ, 茨城大・農）, 後藤 哲雄
（流経大, 茨城大・農）

[E01-05]
南限域の「天然記念物」指定され
たブナ林をどう守るか
*佐久間 大輔（大阪市立自然史
博物館）

[F01-05]【EPAA】
Royal-specific gut microbiota in
termites
*Tatsuya INAGAKI（Kyoto
University, Tokyo Institute of
Technology）, Katsura IGAI
（Tokyo Institute of Technology）,
Yuichi HONGOH（Tokyo
Institute of Technology）, Kenji
MATSUURA（Kyoto University）

[G01-05]【EPAA】
Asymmetry of tree species
combination in individual-scale
"matchups" across life stages
facilitates species coexistence in
a temperate mixed forest
*Chinatsu HOMMA（Akita
Prefectural Univ.）, Tomohiro
ITABASHI（Akita Prefectural
Univ.）, Ohta KAZUHIDE（Akita
Prefectural Univ.）, Mahoko
NOGUCHI（Tohoku Research
Center, FFPRI）, Kazuhiko
HOSHIZAKI（Akita Prefectural
Univ.）

[H01-05]
Knowing kin and non-kin: self-
referent phenotype matching and
conspecific preference in frog
tadpole
*Kazuko HASE（The University
of Tokyo）, Nobuyuki
KUTSUKAKE（SOKENDAI）

14:30 [A01-06]
ブナ林の地上部生産に対する細
根動態の役割：状態空間モデル
による時系列解析
*仲畑 了（京都大学）, 楢本 正明
（静岡大学）, 佐藤 雅子（静岡大
学）, 水永 博己（静岡大学）

[B01-06]【B】
ネットワークのサイズが構造指標
に与える影響
*Shigeki KISHI（RCAIT, NARO）,
Masayoshi HIRAIWA（NIAES,
NARO）

[C01-06]【B】
サイカチマメゾウムシの交尾行動
における性的対立：精包サイズと
交尾経験
*嶋田 正和, 長谷 和子, 大林 夏
湖, 香月 雅子（東大）

[D01-06]
近縁種間の相互作用による地理
的分断と種分化
*山口 諒（北海道大学）

[E01-06]
シカにより衰退した植生の回復に
不嗜好性植物の優占と種子供給
量の減少が与える影響
*Tomotaka FUJII, Masae
ISHIHARA, Shota SAKAGUCHI
（Kyoto Univ.）

[F01-06]【EPAA】
Fermentation ability of Japanese
macaques' gut microbiome
fluctuates seasonally with diet
*Wanyi LEE（PRI, Kyoto Univ.）,
Tianmeng HE（PRI, Kyoto Univ.）,
Yosuke KURIHARA（Shizuoka
Univ.）, Izumi SHIROISHI（PRI,
Kyoto Univ.）, Goro HANYA
（PRI, Kyoto Univ.）

[G01-06]【EPAA】
全球規模の最大樹高と気象・土
壌要因の関係性
*Kei TACHIBANA, Yusuke
ONODA（Kyoto Univ.）

[H01-06]【EPAA】
Embryonic evidence uncovers
evolutionary origin of laryngeal
echolocation in bats.
*Taro NOJIRI（The Univ. of
Tokyo）, Laura WILSON
（UNSW）, Camilo LOPEZ-
AGUIRRE（UNSW）, Vuong Tan
TU（VAST）, Dai FUKUI（The
Univ. of Tokyo）, Hideki ENDO
（The Univ. of Tokyo）, Daisuke
KOYABU（The Univ. of Tsukuba,
TMDU）

14:45 [A01-07]【B】
草本、木本の個体根系/地上部
呼吸比のスケーリング
*森 茂太（山形大学）, 黒澤 陽子
（岩手連大）, 王 莫非（岩手連
大）, 山路 恵子（筑波大学）, 西園
朋広（森林総合研究所）, 小山 耕
平（帯広畜産大学）, 石田 厚（京
都大学）

[B01-07]
多地点多種の環境DNAデータを
利用した河川魚類の分布推定モ
デル
*遠藤 智也（東北大学）, 香川 裕
之（東北緑化環境保全）, 成田 勝
（東北緑化環境保全）, 長田 穣
（水産機構・水資研）, 近藤 倫生
（東北大学）

[C01-07]
育雛期のオオミズナギドリの酸化
ストレスと運動量および移動範囲
との関係
*小山 偲歩, 水谷 友一, 依田 憲
（名古屋大学）

[D01-07]
交雑帯における非適応的種分化
の理論
*香川 幸太郎（東北大学）

[E01-07]
個体群モデルを用いた近年のア
キアカネ激減に対する農薬等の
因果的影響の分析
*中西 康介, 横溝 裕行, 林 岳彦
（国立環境研究所）

[F01-07]
Microbiome cycling in dairy
farms: Journeys from
environments to cow intestines
and soils
*Chikae TATSUMI, Akari
KIMURA, Johnson
ORAEGBUNAM, Yoshitaka
UCHIDA（Hokkaido University）

[G01-07]
Ontogenetic changes in leaf trait
associations across woody
species in a Japanese temperate
forest
*Hiroko KUROKAWA（FFPRI）,
Yoshiko IIDA（FFPRI）, Shoji
NAOE（FFPRI）, Michio OGURO
（FFPRI）, Fujio HYODO
（Okayama Univ.）, Tohru
NAKASHIZUKA（FFPRI）

[H01-07]【EPAA】
種子食者キンガオサキの食物分
配：採食難度の異なる食物に対
するコドモの要求行動
*武 真祈子（京都大・霊長研）,
Wilson SPIRONELLO（INPA）,
Adrian A. BARNETT（INPA,
UFPE）, 湯本 貴和（京都大・霊長
研）

15:00 [A01-08]
衛星観測クロロフィル蛍光とPRIを
用いたモンゴルでの草原・森林の
乾燥応答の識別
*清野 友規（国立環境研究所）,
野田 響（国立環境研究所）, 熊谷
朝臣（東京大学）, 押尾 晴樹（国
立環境研究所）, 吉田 幸生（国立
環境研究所）, 松永 恒雄（国立環
境研究所）, 彦坂 幸毅（東北大
学）

[B01-08]
北海道に生息するハリガネムシ
類の感染経路における終宿主の
種多様性効果の検証
*友渕 直人（神戸大学）, 内海 俊
介（北海道大学）, 太田 民久（富
山大学）, 岸田 治（北海道大学）,
舘野 隆之輔（京都大学）, 丹羽
滋（自然環境研究センター）, 長
谷川 功（水産研究・教育機構）,
瀧本 岳（東京大学）, 森 健介（神
戸大学）, 佐藤 拓哉（神戸大学）

[C01-08]
対照的な遊泳モードを持つ水鳥
の潜水時間のスケーリング
*松下 浩也（総合研究大学院大
学）, 渡辺 佑基（総合研究大学院
大学, 国立極地研究所）

[D01-08]
Effects of body size divergence
on male mating behavior in the
ground beetle Carabus japonicus
*Yutaka OKUZAKI（The
University of Tokyo）

[E01-08]【B】
DNAメチル化解析によるネコ科年
齢推定：予報
*斉 惠元（京都大学野生研）, 木
下 こづえ（京都大学野生研）, 森
尚志（ダクタリ動物病院）, 大蔵 佳
織（ダクタリ動物病院）, 松井 由希
子（多摩動物公園）, 村山 美穂
（京都大学野生研）

[H01-08]【EPAA】
Examining determinants of fecal
particle size in Japanese
macaques: The role of diet,
toughness, age and sex in
omnivore's chewing
*Tianmeng HE, Wanyi LEE, Goro
HANYA（京都大学霊長類研究
所）

15:15

（休憩） （休憩） （休憩） （休憩） （休憩）

E E

E

E
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Room A Room B Room C Room D Room E Room F Room G Room H

Time
植物生理生態 動物群集 行動 進化 保全

15:30 [A01-09]【B】
３次元空間における植物葉面再
構築と輪郭形状解析
*野下 浩司（九州大学）

[B01-09]
マダガスカル北西部熱帯乾燥林
における乾季と雨季の爬虫類の
活動性について
*福山 亮部, 北島 薫（京都大学）

[C01-09]【B】
大型海洋動物の旋回行動ーなぜ
回るのか？
*楢﨑 友子（東京大学）, 中村 乙水（長
崎大学）, 青木 かがり（東京大学）, 岩
田 高志（海洋政策研究所, 東京大学）,
塩見 こずえ（東北大学）, Paolo
LUSCHI（Univ. of Pisa）, 菅沼 弘行
（ELNA）, Carl G MEYER（Univ. of
Hawaii）, 松本 瑠偉（沖縄美ら島財団）,
Charles A BOST（CEBC）, Yves
HANDRICH（Univ. of Strasbourg,
CNRS）, 天野 雅男（長崎大学）, 岡本
亮介（OWA）, 森 恭一（帝京科学大
学）, Stephane CICCIONE（Kelonia）,
Jerome BOURJEA（Univ. of
Montpellier）, 佐藤 克文（東京大学）

[D01-09]
佐渡島における魚食を行うシマヘ
ビの頭部形態及ぶ採餌行動に関
する研究
*渡部 侑果（新潟大・理）, 長谷川
雅美（東邦大・理）, 飯田 碧（新潟
大・佐渡セ臨海）, 伊藤 翔（新潟
大院・自）, 阿部 晴恵（新潟大・佐
渡セ森）

[E01-09]【B】
相性は遺伝子で決まるのか：絶
滅危惧種ニホンイヌワシのMHC
遺伝子型と繁殖成績
*内藤 アンネグレート 素（京都大
学）, 佐藤 悠（エジンバラ大学）,
前田 琢（岩手県環境保健研究
セ）, 井上 剛彦（アジア猛禽類
NW）, 仲嶋 信美（国立環境研究
所）, 井上ー村山 美穂（京都大
学, 国立環境研究所）

15:45 [A01-10]
冷温帯林の二次遷移における個
体間光競争と森林構造の関係
*小野田 雄介（京都大学）, 松尾
智成（京都大学, ワーゲニンゲン
大学）, 小林 慧人（京都大学）, 日
浦 勉（北海道大学, 東京大学）

[B01-10]
羽化殻を利用した琵琶湖におけ
る大型トンボ類の分布
*奥田 達也（滋賀大学）

[C01-10]【B】
Functional advantages of Lévy
walks emerging as critical
phenomena
*Masato S. ABE（RIKEN AIP）

[D01-10]
受精様式の違いは精子の形質を
進化させる：バイカル湖固有のカ
ジカ科魚類を用いて
*伊藤 岳（大阪市立大学）, 木下
泉（高知大学）, 田原 大輔（福井
県立大学）, 後藤 晃（北海道大
学）, 東島 昌太郎（高知大学）,
Valentina G SIDELEVA（Russian
Acad. Sci.）, Alexandr B
KUPCHINSKY（Russian Acad.
Sci.）, 安房田 智司（大阪市立大
学）

[E01-10]
滋賀県愛知川扇状地帯のコウノト
リ生息地に対する水利用可能性
*山田 由美（慶應義塾大学, 総合
地球環境学研究所）, 瀧 健太郎
（滋賀県立大学, 総合地球環境
学研究所）, 吉田 丈人（総合地球
環境学研究所, 東京大学）, 出口
智広（兵庫県立大学）, 一ノ瀬 友
博（慶應義塾大学, 総合地球環
境学研究所）

16:00 [A01-11]【B】
植物は日陰をどう区別しているか
*久米 篤（九州大学）

[B01-11]
知床半島におけるヒグマの食性
の個体差と地域性
*神保 美渚（北海道大学）, 白根
ゆり（北海道大学）, 梅村 佳寛（知
床財団）, 新庄 康平（知床財団）,
中西 将尚（知床財団）, 石名坂
豪（知床財団）, 宇野 裕之（北海
道立総合研究機構）, 佐鹿 万里
子（北海道大学）, 坪田 敏男（北
海道大学）, 下鶴 倫人（北海道大
学）

[C01-11]
最適採餌理論と行動の乖離：認
知プロセス解明のための確率的
意思決定モデル
*川森 愛（統計数理研究所）, 小
倉 有紀子（東京大学）, 藤川 雄
基（北海道大学）, 松島 俊也（北
海道大学）

[D01-11]
日本産ヤマトシロアリ属の共生原
生生物組成と宿主交雑の影響
*北出 理（茨城大学）, 野田 悟子
（山梨大学）

[E01-11]
北海道大黒島で繁殖するウトウ
の利用海域選択
*佐藤 雄大（徳島大学）, 藪原 佑
樹（千葉県庁, 徳島大学）, 山内
彬弘（徳島大学）, 大門 純平（北
海道大学）, 綿貫 豊（北海道大
学）, 河口 洋一（徳島大学）

16:15 [A01-12]【B】
植物にとっての最適根粒数は土
壌窒素・光・成長速度に依存する
*巌佐 庸（関西学院大学）, 山口
幸（東京女子大学）, 小林 椋太
（関西学院大学）

[B01-12]
ドローンを活用したテングザルの
生態調査
*Shin WATANABE（University of
the Ryukyus）, Satoru SUGITA
（Chubu University）, Ikki
MATSUDA（Chubu University）

[C01-12]
南極海におけるハシボソミズナギ
ドリの採餌場所と餌選択
*安積 紗羅々（北海道大学）, 綿
貫 豊（北海道大学）, 高橋 晃周
（国立極地研究所）, 國分 亙彦
（国立極地研究所）, 安藤 靖浩
（北海道大学）, 茂木 正人（東京
海洋大学）, Fernando ARCE
（IMAS）, Olivia DOVE（IMAS）,
Mary-Anne LEA（IMAS）, Mark
HINDELL（IMAS）

[D01-12]
枝特異的な方向性淘汰の推定に
ついて
*大久保 祐作（統計数理研究所,
北海道大学）, 沓掛 展之（総研
大）, 小泉 逸郎（北海道大学）

[E01-12]
日本の海洋・沿岸生態系の利
用、将来シナリオの検討
*山北 剛久（海洋研究開発機
構）, 堀 正和（水産研究教育セ）,
石川 洋一（海洋研究開発機構）,
仲岡 雅裕（北海道大学）, 山野
博哉（国立環境研究所）, 牧野 光
琢（東京大学）, 名波 敦（水産研
究教育セ）, 白山 義久（海洋研究
開発機構）

動物個体群
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Room A Room B Room C Room D Room E Room F Room G Room H

Time
群落 動物個体群 行動 進化 保全

Plant ecophysiology /
Plant population

Evolution Biodiversity

09:00 [A02-01]
季節の異なるドローンの空撮画
像を用いた冷温帯落葉広葉樹林
における樹冠投影図の作成
*友常 満利（玉川大学）, 小山 悠
太（早稲田大学）, 吉竹 晋平（早
稲田大学）, 関川 清広（玉川大
学）, 大塚 俊之（岐阜大学）

[B02-01]
糞から探る野生マルミミゾウの採
食戦略—小さい個体は選択的に
採食をしているのか
*野本 繭子（京都大学）

[C02-01]
大イワナは川で何を食べている
か：礼文島から佐渡島までの日本
海側河川における分析
*後藤 暁彦（東京大学）, 黒木 真
理（東京大学）, 森田 健太郎（北
海道大学）

[D02-01]
共生系における進化的心中
*内海 邑, 佐藤 正都, 佐々木 顯
（総合研究大学院大学）

[E02-01]
インターネット・オークションにお
ける過去１０年間の小型サンショ
ウウオ類の取引実態
*上野 裕介, 江口 健斗（石川県
立大学）

[F02-01]【EPAA】
老齢木の適応的な通水構造とそ
の限界
*野口 結子（神戸大学大学院）,
石井 弘明（神戸大学大学院）, 東
若菜（神戸大学大学院）, 黒田 慶
子（神戸大学大学院）, 笹部 雄作
（ＰーＴ・リサーチ）, 原 千夏（神戸
大学大学院）

[G02-01]
Local resource ehnacement and
the sex ratios
*Ryosuke IRITANI（RIKEN
iTHEMS）, Stuart A WEST（オック
スフォード大学）, Jun ABE（明治
学院大学）

[H02-01]【EPAA】
ミジンコ個体群移入過程における
遺伝的構造と形質の変動：堆積
物中休眠卵を用いた解析
*Yurie OTAKE（Univ. of Tokyo）,
Hajime OHTSUKI（Tohoku Univ.）,
Jotaro URABE（Tohoku Univ.）,
Yoshihisa SUYAMA（Tohoku
Univ.）, Ayumi MATSUO（Tohoku
Univ.）, Shun HIROTA（Tohoku
Univ.）, Hideki INNAN
（SOKENDAI）, Shigeko KIMURA
（Univ. of Shiga prefecture）,
Kazuyoshi YAMADA（Waseda
Univ.）, Takehito YOSHIDA（RIHN,
Univ. of Tokyo）

09:15 [A02-02]
成熟林特有のギャップモザイク構
造が林床低木の種構成と生産量
に与える影響
*谷岡 庸介, 廣田 充（筑波大学）

[B02-02]
健康な宿主個体群は寄生虫の多
様性も高いのか：ニホンザリガニ
とヒルミミズでの検証
*今野 友陽, 小泉 逸郎（北海道
大学）

[C02-02]
ニホンウナギ稚魚の新たな被食
回避行動の発見：捕食者の鰓孔
からの脱出行動
*長谷川 悠波（長崎大学）

[D02-02]
新型コロナウイルスの潜伏期間
の進化解析
*熊田 隆一（東京大学）, 佐藤 正
都（総合研究大学院大学）, 佐々
木 顕（総合研究大学院大学）

[E02-02]
佐渡島におけるサドガエルの遺
伝子流動の規定要因の解明
*宅森 美優, 曽我 昌史, 齊藤 陽
子, 宮下 直, 吉田 薫（東京大学・
農）

[F02-02]
Emission of methane from the
stems of several Japanese tree
species: variations between
species and individuals, and
within individuals
*Daniel EPRON, Ayaka SAKABE
（Kyoto University）

[G02-02]【EPAA】
ヒストン修飾による季節的な遺伝
子制御の進化
*西尾 治幾（京都大学）, 永野 惇
（龍谷大学）, 伊藤 佑（京都大
学）, 鈴木 穣（東京大学）, 工藤
洋（京都大学）

[H02-02]【EPAA】
Temporal β-diversity reveals
the temporal scale difference in
factors regulating  zooplankton
community structures: an
example in a small lake
*Ishara Uhanie PERERA, Natsumi
MARUOKA, Wataru MAKINO,
Jotaro URABE（Tohoku
University）

09:30 [A02-03]
スギ林の歴史−日本列島の植生
におけるスギの位置づけ
*高原 光（京都府立大学）

[B02-03]
分布最前線ニホンジカの個体群
構造 -mtDNAとnDNAを用いた遺
伝解析-
*山田 志穂（筑波大学）, 永田 純
子（森林総研）, 津田 吉晃（筑波
大学）, 松尾 歩（東北大学）, 加藤
朱音（筑波大学）, 兼子 伸吾（福
島大学）, 高橋 裕史（森林総研東
北支所）, 相川 拓也（森林総研東
北支所）, 陶山 佳久（東北大学）,
津村 義彦（筑波大学）

[C02-03]
アゴハゼの人工飼料に対する摂
食行動：経験及び他個体の影響
*和田 哲（北海道大学）

[D02-03]【B】
進化疫学理論によるCOVID-19パ
ンデミックの流行と進化予測
*佐々木 顕（総合研究大学院大
学, IIASA）

[E02-03]
津波で干潟に戻った小友浦（岩手
県陸前高田市）に発達しつつあっ
た底生動物群集の特性
*松政 正俊（岩手医科大学）, 阿
部 博和（岩手医科大学）, 菅 孔
太朗（岩手医科大学）, 木下 今日
子（東北大学）, 柚原 剛（東北大
学）, 村山 恒也（自然環境研究セ
ンター）, 日高 裕華（自然環境研
究センター）, 鈴木 孝男（みちのく
ベントス研）

[F02-03]
繰り返し測定による成長速度の
推定に及ぼす測定誤差の影響
*Takashi S. KOHYAMA
（Wageningen University）, Tetsuo
I. KOHYAMA（Hokkaido
University, JWRC）, Douglas
SHEIL（Wageningen University）

[G02-03]【EPAA】
Multiple paths to the same goal:
the repeated use of hotspot
genes for convergent plate
reduction in sticklebacks
*Yo YAMASAKI（National Institute of
Genetics）, Tomoyuki KOKITA（Fukui
Prefectural University）, Koki KATO（Tokyo
Institute of Technology）, Asato IRIFUNE
（Tokyo Institute of Technology）, Mitsuki
KURODA（Hokkaido University）, Hiroshi
TAKAHASHI（National Fisheries University）,
Yoshiyasu MACHIDA（Bihoro Museum）,
Asano ISHIKAWA（National Institute of
Genetics）, Mikiko TANAKA（Tokyo Institute
of Technology）, Seiichi MORI（Gifu Kyoritsu
University）, Atsushi TOYODA（National
Institute of Genetics）, Jun KITANO（National
Institute of Genetics）

[H02-03]
Trophic interactions between
crustacean zooplankton and
phytoplankton: reanalysis of
dietary data using bipartite graph
and network analysis
*Tsuyoshi KOBAYASHI（NSW
Dept. Plan. Ind. & Env., ILWS,
Charles Sturt Univ.）

09:45 [A02-04]【B】
極東ロシア・トゥクリングラ山脈に
分布するハイマツの標高傾度に
沿った生育温度変異
*和田 直也（富山大学）, Semyon
V. BRYANIN（IGNM RAS）,
Victor V. LISOVSKY（Zeysky
Nature Reserve）

[B02-04]
全ゲノム解析によるメダカ野生集
団の過去の有効集団サイズ変動
の推定
*藤本 真悟, 木村 亮介（琉球大
学）

[C02-04]
クロサンショウウオ幼生の大顎化
発現に関わる環境及び遺伝的要
因
*村上 貴俊（新潟大学・農学部）,
中野 陽介（只見町ブナセン
ター）, 阿部 晴恵（佐渡自然共生
センター）

[D02-04]
植物の個体間資源競争と獲得資
源による連合防衛のゲーム理論
モデルによる研究
*瀬川 有太郎（京都大学）

[E02-04]
法制、行政および市民活動の協
働による、蝶の保護
*難波 健（大阪大学大学院）

[F02-04]【EPAA】
Winter leaf reddening
phenomenon: the long-term
track of PRI and phenology
changes in a temperate
Japanese cypress forest at Kiryu
Japan
*Siyu CHEN（Kyoto University）,
Yoshiko KOSUGI（Kyoto
University）, Linjie JIAO（Kyoto
University）, Tatsuro NAKAJI
（Hokkaido University）, Hibiki
NODA（NIES）, Kouki
HIKOSAKA（Tohoku University）,
Kenlo Nishida NASAHARA
（University of Tsukuba）

[G02-04]【EPAA】
Speciation along a latitudinal
gradient: The origin of the
Neotropical cycad sister pair
Dioon sonorense-D. vovidesii
(Zamiaceae)
*Jose GUTIERREZ-ORTEGA（Chiba Univ.）,
Francisco MOLINA-FREANER（Inst. of
Ecol., UNAM）, Jose MARTINEZ（Inst. of
Ecol., UNAM）, Miguel Angel PEREZ-
FARRERA（UNICACH）, Andrew P.
VOVIDES（Inst. of Ecol. A.C.）, Antonio
HERNANDEZ-LOPEZ（ENES, UNAM）,
Ayumi TEZUKA（Ryukoku Univ.）, Atsushi J.
NAGANO（Ryukoku Univ.）, Yasuyuki
WATANO（Chiba Univ.）, Yuma TAKAHASHI
（Chiba Univ.）, Masashi MURAKAMI（Chiba
Univ.）, Tadashi KAJITA（Univ. of the
Ryukyus）

[H02-04]【EPAA】
Untangling lineages of freshwater
copepods having a broad
geographical range: The cases of
Cyclops vicinus  and C. kikuchii.
*Imane SIOUD, Wataru
MAKINO, Jotaro URABE
（Tohoku University）

10:00

（休憩） （休憩） （休憩） （休憩） （休憩） （休憩） （休憩） （休憩）

E E

E

E

数理
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Room A Room B Room C Room D Room E Room F Room G Room H

Time
群落 動物個体群 行動 数理 保全

Plant ecophysiology /
Plant population

Evolution Biodiversity

10:15 [A02-05]【B】
モンゴル北東部における75年生
Larix sibirica林の地上部バイオ
マスと純一次生産
*城田 徹央（信州大学）, 齋藤 大
（フライブルク大学）, 安江 恒（信
州大学）, 小田 あゆみ（信州大
学）, 松浦 陽次郎（森林研究・整
備機構）, Soronzonbold
BAYARBAATAR（Shinshu
Univ.）, Nachin BAATARBILEG
（National Univ. of Mongolia）,
Sukhbaatar GERELBAATAR
（National Univ. of Mongolia）

[B02-05]
遺伝的多様性がもつ非相加的な
生態的機能のマルチオミクス解
析
*上野 尚久, 高橋 佑磨（千葉大・
院・理）

[C02-05]
ハリガネムシ感染カマキリの入水
行動に寄与する活動量と水平偏
光走性の影響評価
*大林 奈園（神戸大学）, 岩谷 靖
（弘前大学）, 佐倉 緑（神戸大
学）, 保 智己（奈良女子大学）, 佐
藤 拓哉（神戸大学）

[D02-05]
人工生態系を12種微生物でつ
くったら進化やキーストーン種に
よる確率的現象が見えた
*細田 一史（大阪大）, 瀬尾 茂人
（大阪大）, 村上 なおみ（大阪
大）, 長田 穣（水産機構）, 松田
秀雄（大阪大）, 近藤 倫生（東北
大）

[E02-05]
水田だけではない　明らかになっ
た絶滅危惧水生昆虫へのネオニ
コチノイド系農薬の影響
*苅部 治紀（神奈川県立博物
館）, 亀田 豊（千葉工業大学）

[F02-05]【EPAA】
Seasonal variations in
photosynthetic functions of the
urban landscape tree species
Gingko biloba  *Tomomitsu
KINOSHITA（Kyoto Institute of
Technology）, Yuko T. HANBA
（Kyoto Institute of Technology）,
Atsushi KUME（Kyushu
University）

[G02-05]【EPAA】
Purging of heterospecific
genome in the 2011 tsunami-
created hybrid stickleback
populations
*Takuya K. HOSOKI（National Institute of
Genetics, SOKENDAI）, Seichi MORI（Gifu
Kyoritsu Univ.）, Shotaro NISHIDA（Gifu
Kyoritsu Univ.）, Manabu KUME（Kyoto
Univ.）, Atsushi J. NAGANO（Ryukoku
Univ.）, Hiyu KANBE（National Institute of
Genetics, SOKENDAI）, Ryo KAKIOKA
（Ryukyu Univ.）, Kenta NAKAMOTO（Univ.
of Tokyo）, Yuki IINO（Univ. of Tokyo）,
Masafumi KODAMA（Univ. of Tokyo）, Satoki
OBA（Univ. of Tokyo）, Yamasaki Y YO
（National Institute of Genetics）, Jun
KITANO（National Institute of Genetics,
SOKENDAI）

[H02-05]
Use of environmental DNA
metabarcoding for seasonal
riverine fish assemblage patterns
along invasive macrophyte
overgrowth
*Seiji MIYAZONO, Takao
KODAMA, Yoshihisa
AKAMATSU, Ryohei NAKAO,
Satsuki TSUJI（Yamaguchi
University）

10:30 [A02-06]【B】
モンゴル草原植物群集における
遺伝的多様性の植物種間比較
*石井 直浩（横浜国立大学）, 高
橋 昌也（東北大学）, 吉原 佑（三
重大学）, Nyambayar
DASHZEVEG（National Univ. of
Mongolia）, Tserendejid AYUSH
（National Univ. of Mongolia）, 陶
山 佳久（東北大学）, 佐々木 雄
大（横浜国立大学）

[B02-06]【B】
イモゾウムシ雌の交尾間隔のク
セが強いんじゃ
*日室 千尋（琉球産経（株）, 沖縄
県病害虫防除セ, 琉球大学）, 本
間 淳（琉球産経（株）, 沖縄県病
害虫防除セ, 琉球大学）, 池川 雄
亮（琉球産経（株）, 沖縄県病害
虫防除セ, 琉球大学）, 熊野 了州
（帯広畜産大学）

[C02-06]【B】
変異、それとも形質置換？海浜
性ゾウムシの交尾器に見る種間
相互作用
*Kei MATSUBAYASHI（Kyushu
University）

[D02-06]【B】
トレードオフをともなう移住過程に
よる種多様性：理論と検証
*Atsushi YAMAUCHI（Kyoto
Univ.）, Koichi ITO（Univ. of
British Columbia）, Shota
SHIBASAKI（Univ. of Lausanne）

[E02-06]【B】
大学キャンパス里山林における
林分構造の変遷
*関川 清広, 高倉 亮祐, 岩上 茜,
池之 詩織, 友常 満利（玉川大
学）

[F02-06]【EPAA】
クロトウヒ成熟林における葉生産
量および胸高位置の幹肥大量の
気候応答
*Tomoko TANABE, Masako
DANNOURA（Kyoto Univ.）

[G02-06]【EPAA】
Evolution and functional
divergence of pigmentation gene
melanocortin-1 receptor(MC1R)
in seven allopatric Macaca
species in Sulawesi island
*Xiaochan YAN（PRI, Kyoto Univ.）,
Kanthi Arum WIDAYATI（Bogor
Agricultural Univ.）, Laurentia
Henrieta Permita Sari PURBA（Bogor
Agricultural Univ.）, Fahri
BADJEBER（Tadulako Univ.）, Yohey
TERAI（Grad. Univ. of Adv.
Studies）, Bambang SURYOBROTO
（Bogor Agricultural Univ.）, Hiroo
IMAI（PRI, Kyoto Univ.）

[H02-06]【EPAA】
Variability of dung and soil
characteristics in Japanese dairy
farms and its impact on
greenhouse gas emissions
*Chidozie Johnson
ORAEGBUNAM, Akari Kimura,
Chikae Tatsumi, Yoshitaka
Uchida（Hokkaido University）

10:45 [A02-07]
草原の時間的連続性が植物群集
へ与える影響: ため池堰堤の植
生の歴史的価値
*滝澤 一水（筑波大・山岳セ）, 井
上 太貴（筑波大・山岳セ）, 川本
晟司（筑波大・山岳セ）, 上倉 優
（筑波大・山岳セ）, 關 兵陽（筑波
大・山岳セ）, 山本 裕加（筑波大・
山岳セ）, 坂本 浩輝（筑波大・山
岳セ）, 川上 美保子（染屋の森の
会）, 田中 健太（筑波大・山岳セ）

[B02-07]
異性間および同性間の性的な種
間相互作用：シマドジョウ属2種に
おける事例
*森井 清仁, 網野 可菜, 高倉 耕
一（滋賀県立大学）

[C02-07]【B】
機能形質に基づく送粉相互作用
が種子生産に与える影響：植物
除去操作実験による検証
*橘 太希（横浜国立大学）, 内田
圭（東京大学）, Xiaoming LU
（Chinese Academy of Sciences）,
Xuezhen ZHAO（Chinese
Academy of Sciences）, 西村 一
晟（横浜国立大学）, Yongfei BAI
（Chinese Academy of Sciences）,
佐々木 雄大（横浜国立大学）

[D02-07]
生息地改変による群集の形成
*岩下 源, 近藤 倫生（東北大学
生命）

[E02-07]
都市緑地の昆虫相に景観構造が
与える影響
*大畑 聖一郎, 大澤 剛士（東京
都立大学大学院）

[F02-07]【EPAA】
Effects of soil sterilization on
seedling survival and growth of
Ardisia crenata
*Yishen CHEN, Kaoru
KITAJIMA（Kyoto University）

[G02-07]
Heterospecific mating
interactions as an interface
between ecology and evolution
*Daisuke KYOGOKU（Mus Nat
Hum Act）, David
WHEATCROFT（Stockholm
Univ）

[H02-07]【EPAA】
Effect of host tree's size and
taxa on the distribution of
vascular epiphytes in a Bornean
lowland tropical forest
*Natsuki KOMADA（Kyoto
Univ.）, Akira NAKANISHI（Kyoto
Univ.）, Shuichiro TAGANE
（Kagoshima Univ. Museum）,
Usun SHIMIZU-KAYA（Shimane
Univ.）, Paulus MELENG（Forest
Department Sarawak）, Runi
Sylvester PUNGGA（Forest
Department Sarawak）, Takao
ITIOKA（Kyoto Univ.）, Mamoru
KANZAKI（Kyoto Univ.）

11:00 [A02-08]
共存理論をどのように実証するか
*篠原 直登（東京大学）, 山道 真
人（クイーンズランド大学）

[B02-08]
標高傾度に伴うクロサンショウウ
オの卵嚢の色彩変異
*江口 健斗, 上野 裕介（石川県
立大学）

[C02-08]【B】
カナダにおける気候勾配が樹木
の機能的多様性とバイオマス動
態の関係性に与える影響
*久野 真純（東京大学, レイクヘッ
ド大学）, Han Y. H. CHEN
（Lakehead University）

[D02-08]【B】
生産的な環境におけるギルド内
捕食系の存続 II：転換効率に注
目して
*Toshiyuki NAMBA（Osaka
Prefecture University）

[E02-08]
イノシシによる水稲被害が発生し
にくい景観構造の解明
*松村 広貴（千葉県農林総合研
究セ）

[F02-08]【EPAA】
多年草ハクサンハタザオにおける
葉寿命の季節的可塑性および決
定要因の解析
*湯本 原樹（京都大学・生態研）,
西尾 治幾（京都大学・生態研）,
村中 智明（京都大学・生態研, 鹿
児島大学・農学部）, 杉阪 次郎
（京都大学・生態研）, 本庄 三恵
（京都大学・生態研）, 工藤 洋（京
都大学・生態研）

[H02-08]
粘土で作られたダミーキャタピラ
は生態学調査に有効か？
*中村 彰宏（中国科学院, 西双版
納熱帯植物園）, Thilina S.
NIMALRATHNA（Chinese
Academy of Sciences, XTBG）

E E

E

E

動物繁殖 生物多様性 生態系管理
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Room A Room B Room C Room D Room E Room F Room G Room H

Time
景観 動物繁殖 外来種 数理 生態系管理 Ecosystem management

Animal community /
Animal population

Mathematical ecology /
Conservation

14:00 [A03-01]【B】
水田の耕作放棄を減らすための
条件とは？進化ゲーム理論観点
からの解析
Joung-Hun LEE（Kyushu Univ.）,
山口 諒（北海道大学）, 横溝 裕
行（国立環境研究所）, *中丸 麻
由子（東京工業大学）

[B03-01]
雄産出の季節のゲーム：海洋生
物とチョウとの大きな違い
*山口 幸（東京女子大学）, 巌佐
庸（関西学院大学）

[C03-01]
佐渡島の生物はいつどこから来
たのか？
*阿部 晴恵（新潟大学）

[D03-01]
ステージ構造を示す水産有用種
のメタ個体群動態モデル
*別所 和博（埼玉医科大学）, 堀
正和（水産研究教育機構）, 佐々
木 顕（総合研究大学院大学）

[E03-01]
シイの実の豊凶がイノシシの捕獲
効率に与える影響
*大森 鑑能（鳥取大学大学院）,
徳永 萌（山口大学大学院）, 細井
栄嗣（山口大学大学院）

[F03-01]【EPAA】
Combined impacts of windthrow
and subsequent management on
ecological resilience in cool
temperate forests in Japan
*Jing LI（Hokkaido University）,
junko MORIMOTO（Hokkaido
University）, Satoshi SUZUKI
（Tokyo University）, Toshiaki
OWARI（Tokyo University）,
Takao NAKANE（PHOTEC
Co.,Ltd.）

[G03-01]【EPAA】
Functional archetypes underlie
diverse morphological varieties in
the evolution of ant mandibles
and muscles
*Julian KATZKE, Evan P.
ECONOMO（OIST）

[H03-01]
Macroscale vertical power-law
distribution of bacteria in dark
oceans can emerge from
microscale bacteria-particle
interactions
*Takeshi MIKI（Ryukoku
University, Japan）, Po-Ju KE
（Princeton University, USA）

14:15 [A03-02]【B】
冬期の農地条件が留鳥の猛禽ノ
スリを通して夏鳥の猛禽サシバの
繁殖分布に影響する？
*藤田 剛（東京大学）, 東 淳樹
（岩手大学）, 宮下 直（東京大学）

[B03-02]
北極海に生息する大型カイアシ
類Calanus hyperboreus の生活史
の海域間比較
*徳弘 航季（北大院水産）, 小野
寺 丈尚太郎（JAMSTEC）, 三瓶
真（北大院水産）, 藤原 周
（JAMSTEC）, 原田 尚美
（JAMSTEC）, 松野 孝平（北大院
水産）, Eva-Maria NOTHIG
（AWI）, 山口 篤（北大院水産）

[C03-02]
SFTS流行地域における、媒介マ
ダニ-宿主動物-土地利用の関係
*小峰 浩隆, 亘 悠哉, 飯島 勇人,
岡部 貴美子（森林総合研究所）

[D03-02]
害虫防除における天敵の存在が
及ぼす影響
*岡田 徹也（静岡大学大学院）

[E03-02]【B】
夜鴨の素顔：カモ類等によるレン
コン食害の実態
*益子 美由希, 山口 恭弘, 吉田
保志子（農研機構）

[F03-02]【EPAA】
Species distribution mapping of
mangrove forests using satellite
remote sensing
*Mohammad shamim hasan
MANDAL（Hiroshima Univ.）, Md.
KAMRUZZAMAN（Khulna
Univ.）, Tetsuro HOSAKA
（Hiroshima Univ.）

[G03-02]【EPAA】
Spatio-temporal variation in life-
history traits of an
amphidromous fish, ayu: changes
in the traits after 19 years
*Iki MURASE（The University of
Tokyo）, Takahiro IRIE（The
University of Tokyo）, Kei'ichiro
IGUCHI（Nagasaki University）

[H03-02]
Describing Simulation Models in
Ecology -- The ODD Protocol
(2nd update)
*Christian E VINCENOT（Kyoto
University）, Volker GRIMM
（UFZ）, Steven F. RAILSBACK
（Humboldt State University）,
Daniel AYLLON（UCM）

14:30 [A03-03]
スギは日本の潜在自然植生の主
要種の一つではないのだろうか
*小椋 純一（京都精華大学）

[B03-03]
体重と系統関係がサメ・エイ類の
妊娠期間に与える影響について
*徳永 壮真（長崎大学）, 渡辺 佑
基（国立極地研究所, 総合研究
大学院大学）, 川野 眞依（九州大
学）, 河端 雄毅（長崎大学）

[C03-03]
農薬と温暖化が水田生物群集に
及ぼす複合影響
*石若 直人（近畿大学）, 橋本 洸
哉（国立環境研究所, 近畿大学）,
角谷 拓（国立環境研究所）, 早坂
大亮（近畿大学）

[D03-03]【B】
タケササ類一斉開花枯死と地下
茎構造の進化モデル
*立木 佑弥, 早野 莉佳子（東京
都立大学）

[E03-03]
佐渡島における哺乳類の分子系
統解析_イタチと漂着イノシシの例
*向野 峻平（新潟大学）, 阿部 晴
恵（佐渡自然共生センター）

[F03-03]
Comparison of net primary
productivity of two species
communities of Rhizophoraceae
family in Manko Wetland,
Okinawa, Japan.
*A t m Zinnatul BASSAR（Kyoto
University, Begum Rokeya
University）, Naoki OKADA
（Kyoto University）, Masako
DANNOURA（Kyoto University）,
MD. KAMRUZZAMAN（Khulna
University, Kyoto University）,
Holger SCHäFER（Kyoto
University）

[G03-03]
Age-specific habitat preference
alters the response of population
spatial variability to fishing-
driven age truncation
*Gael DUR（Shizuoka Univ.）,
Hsiao-Hang TAO（National
Taiwan Uni.）, Sami SOUISSI
（Lille Uni.）, Chih-Hao HSIEH
（National Taiwan Uni.）

[H03-03]【EPAA】
Genetic dynamics subjected to
life history trade-offs: viable
demographic strategies under
changing environments
*Yoichi TSUZUKI, Takenori
TAKADA, Masashi OHARA
（Hokkaido Univ. Env. Sci.）

14:45 [A03-04]
なぜクロマツの実生が口永良部
島噴火直後に優占したのか？
*山田 耕平（近畿大学大学院）,
早坂 大亮（近畿大学大学院）, 澤
畠 拓夫（近畿大学大学院）, 川西
基博（鹿児島大学）

[B03-04]
ホルモン産生と行動間のフィード
バックによって多様な順位制構造
が現れる
*堀田 淳之介（九州大学, 東京都
立大学）, 立木 佑弥（東京都立大
学）

[C03-04]【B】
国立環境研における外来生物・
農薬・感染症リスク研究最前線
*五箇 公一（国立環境研究所）

[D03-04]【B】
Predator-prey game predicts the
diel foraging patterns of sharks
*Koichi ITO（UBC）, Andrew
HIGGINSON（Univ. of Exeter）,
Graeme RUXTON（Univ. St.
Andrews）, Yannis
PAPASTAMATIOU（Florida
Inter. Univ.）

[E03-04]
アグロエコロジーの実践としての
パーマカルチャーの考察
*小張 真理子（筑波大学）

[F03-04]【EPAA】
Sprouts Survival Strategy of
Robinia pseudoacacia After
Cutting: an Approach to Carbon
and Water Use
*Citra Gilang QURANI（UGAS
Iwate Univ., Yamagata Univ.）,
Kenichi YOSHIMURA（UGAS
Iwate Univ., Yamagata Univ.）,
Shunichi KIKUCHI（Yamagata
Univ.）

[G03-04]【EPAA】
淵と瀬で変化するコクチバス vsコ
イ科魚類の相互作用
*Miles Isao PETERSON（Shinshu
University）, Satoshi KITANO
（Nagano Environ. Con. RI）

[H03-04]【EPAA】
The tragedy of the commons in
plants: from the perspective of
growth and resource allocation
*Bo-moon KIM, Jun-Ichirou
SUZUKI, Yuuya TACHIKI（Tokyo
Metropolitan University）

15:00

（休憩） （休憩） （休憩） （休憩） （休憩） （休憩） （休憩） （休憩）

E E

E

E

遷移・更新

動物生活史
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Room A Room B Room C Room D Room E Room F Room G Room H

Time
植物生活史 動物生活史 外来種 数理 物質循環 Ecosystem management

Animal community /
Animal population

Mathematical ecology /
Conservation

15:15 [A03-05]【B】
農耕地および路傍における植生
と適応様式の比較
*下野 嘉子, 半下石 侑, 池田 茉
史, 冨永 達（京都大学）

[B03-05]
里山の細流に生息するアイシマト
ビケラ（ Diplectrona aiensis）の幼
虫形態と生活史
*東田 昌悟（近畿大学）, 河内 香
織（近畿大学）, 野崎 隆夫（神奈
川県二宮町）

[C03-05]
釣り人の報告に基づく淀川におけ
るチャネルキャットフィッシュの分
布と食性
*吉田 誠（国立環境研・琵琶湖）

[D03-05]【B】
ノンパラメトリック検定が平均値や
中央値の差の検定に使えないと
き
*粕谷 英一（九州大学）, 阿部 真
人（理研AIP）

[E03-05]
FLiES-SIF; 3D radiative transfer
model to estimate the observed
Sun-induced chlorophyll
fluorescence from top of canopy.
*Yuma SAKAI（JAMSTEC）, Hideki
KOBAYASHI（JAMSTEC）, Tomomichi
KATO（Hokkaido Univ.）, Tomoki
MOROZUMI（Hokkaido Univ.）, Naohisa
NAKASHIMA（Hokkaido Univ.）, Katsuto
TSHUJIMOTO（Tohoku Univ.）, Kenlo
NASAHARA（Tsukuba Univ.）, Tomoko
AKITSU（Tsukuba Univ.）, Shohei
MURAYAMA（AIST）, Hibiki NODA
（NIES）, Hiroyuki MURAOKA（Gifu Univ.）,
Toshiyuki OHTSUKA（Gifu Univ.）, Shinpei
YOSHITAKE（Waseda Univ.）, Kouki
HIKOSAKA（Tohoku Univ.）

[F03-05]【EPAA】
The role of culm debris and soil
biota on leaf litter decomposition
in Moso bamboo stands
*Marly ORREGO MORALES
（Kyushu Univ.）, Ayumi
KATAYAMA（Kyushu Univ.）,
Motohiro HASEGAWA（Doshisha
Univ.）, Tsutomu ENOKI（Kyushu
Univ.）

[G03-05]
A national-scale assessment of
associations between benthic
macroinvertebrate communities
and nickel concentrations in
Japan
*Kazutaka M. TAKESHITA,
Takehiko I. HAYASHI, Hiroyuki
YOKOMIZO（NIES）

[H03-05]【EPAA】
Impact of mixed cropping
managements on soil microbial
community composition and
diversity—interaction of legume
species and organic fertilizer—
*Akari KIMURA, Yoshitaka
UCHIDA（Hokkaido University）

15:30 [A03-06]
多雪ブナ林における低層木の開
葉フェノロジー～深さ３ｍの人力
除雪実験から～
*吉村 謙一, 國嶋 真由（山形大・
農）

[B03-06]
捕食者に対する防御反応と変態
に餌の質が及ぼす重大な影響
*村上 央顕, 西村 欣也（北海道
大学大学院）

[C03-06]
小規模な池における外来種ウチ
ダザリガニ根絶の成功
*一條 信明（釧路自然保護協会）

[D03-06]
日本の高山植物の保全に対する
支払意志額と情報の効果
*今村 航平（東京大学）, 高野 宏
平（長野県環境保全研究所）, 吉
田 由美（福井工業大学）, 馬奈木
俊介（九州大学）, 中静 透（森林
総合研究所）

[E03-06]【B】
ブナ成熟林の林冠構造を考慮し
たササ群落の総一次生産量
*蔡 一涵（筑波大学）, 谷岡 庸介
（筑波大学）, 北川 徹（筑波大
学）, 井田 秀行（信州大学）, 廣田
充（筑波大学）

[F03-06]【EPAA】
Soil macroinvertebrate: A 14
year study of the effects from
deer exclosure and canopy gap
treatments.
*Jeffery ANG（University of
Tokyo）, Maki SUZUKI
（University of Tokyo）, Mitsukazu
MITSUGI
（UniversityofTokyoChibaForest）,
Tsuyoshi TSUKAGOSHI
（UniversityofTokyoChibaForest）,
Isao MURAKAWA
（UniversityofTokyoChibaForest）

[G03-06]
群集平均栄養段階から推定する
海洋動物プランクトン群集のバイ
オマスピラミッド
*石川 尚人（海洋研究開発機
構）, 田所 和明（水産研究・教育
機構）, 松林 順（中央大学）, 大河
内 直彦（海洋研究開発機構）

[H03-06]【EPAA】
A Comprehensive Analysis of
Inter and Intra Annual Diet of
Streaked Shearwater
(Calonectris leucomelas ) Rearing
chicks in Awashima Island, Japan
*Hikkaduwa palliya gurugei
Chamitha dulanjaya DE ALWIS
（Nagaoka Univ. of Technology）,
Maki YAMAMOTO（Nagaoka
Univ. of Technology）, Ken
YODA（Nagoya University）

15:45 [A03-07]
長期群集フェノロジーデータを用
いた半島マレーシアにおける植物
の開花・結実の解析
*山口 香春（九州大学）, 森本 彩
夏（東京都立大学）, 保坂 哲朗
（広島大学）, 沼田 真也（東京都
立大学）, 佐竹 暁子（九州大学）

[B03-07]
ジャコウアゲハの環状剥皮行動
が自身の成長と食草の栄養量に
及ぼす影響
*狭川 岳章（近畿大学　大学院）

[C03-07]
八王子市におけるゲンジボタル
の生息適地の推定
*浮田 悠, 大澤 剛士（東京都立
大学）

[D03-07]
生物多様性ながの県戦略は2030
年にむけて何をめざすべきか
*須賀 丈（長野県環境保全研究
所）, 畑中 健一郎（長野県環境保
全研究所）, 黒江 美紗子（長野県
環境保全研究所, 長野県庁）

[E03-07]
マングローブ植物が土壌の窒素
養分条件に及ぼす影響
*森岡 たまき（京都大学）, 小山
里奈（京都大学）, 井上 智美（国
立環境研究所）, 黒岩 恵（東京農
工大学）

[F03-07]
Effect of lime and fertilizer
inputs on soil pH, inorganic
nitrogen and microbial properties
*Yvonne Musavi MADEGWA,
Yoshitaka UCHIDA（Hokkaido
University）

[G03-07]【EPAA】
Temperature-dependent
competition in stream salmonids:
a field test considering biotic
interactions and abiotic factors
*Yohsuke UEMURA, Yasuhiko
OTSUKI, Ryota HASEGAWA,
Itsuro KOIZUMI（Hokkaido
Univ.）

[H03-07]【EPAA】
The Ryukyu Flying Fox -
Ecological Importance and
Conservation Threats
*Anja COLLAZO（Kyoto
University, Island Bat Research
Group）, Christian E. VINCENOT
（Kyoto University, Island Bat
Research Group）

16:00 [A03-08]
雌雄異花同株多年生草本ムカゴ
イラクサにおける種子とむかごに
よる繁殖様式
*辻本 隆太郎, 大原 雅（北大・環
境科学院）

[B03-08]
潜葉性害虫ヤノナミガタチビタマ
ムシの発生とケヤキ早期落葉時
期の関係について
*大澤 正嗣（山梨県森林総合研
究所）

[C03-08]
グリーンアノールの木の幹の太さ
による止まり木選択
*三谷 奈保, 坂上 野花（日本大
学）

[D03-08]【B】
海洋学習を通して中学生の「地元
（海）」に対する意識はいかに変
容したか
*桜井 良（立命館大学）, 上原 拓
郎（立命館大学）, 近藤 賢（備前
市立日生中学校）, 藤田 孝志（備
前市立日生中学校）

[E03-08]【B】
里山源流部の一時的水域におけ
る落葉の分解過程
*河内 香織, 東田 昌悟（近畿大
学）

[F03-08]【EPAA】
How to encourage parents to let
children play in nature? Factors
affecting parental perception of
children's nature play in Japan
*Van Mai TRUONG, Hosaka
TETSURO, Nakabayashi MIYABI
（Hiroshima Univ）

[G03-08]【EPAA】
Predator extinctions compromise
compositional but not functional
stability in response to aquatic
heatwaves
*Samuel Robert peter-james
ROSS（Trinity College Dublin）,
Jorge GARCíA MOLINOS（ARC
Hokkaido Univ.）, Osamu
KISHIDA（TOEF, Hokkaido
Univ.）, Atsushi OKUDA（TOEF,
Hokkaido Univ.）, Ian DONOHUE
（Trinity College Dublin）

[H03-08]
Current site planning of medium
to large solar power systems
accelerates a loss of remaining
semi-natural and agricultural
habitats
*Ji Yoon KIM, Dai KOIDE,
Fumiko ISHIHAMA, Taku
KADOYA（NIES）

16:15
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菌類・微生物 動物と植物の相互関係 外来種 物質循環

16:30 [A03-09]【B】
エネルギー生産反応を介した相
利的な種間相互作用
*Mayumi SETO（Nara Women's
University）

[B03-09]
ヤドリギ果実を摂食するヒヨドリ個
体数のレンジャク飛来の有無によ
る変化
*緒方 健浩（近大院農）, 澤畠 拓
夫（近大農）

[C03-09]
侵入ドロバチは在来ドロバチと競
争するか？餌資源からの検討
*辻井 美咲（神戸大・院・農）, 遠
藤 知二（神戸女学院大・人間）,
杉浦 真治（神戸大・院・農）

[E03-09]
砂浜生態系における海起源と陸
起源有機物の相対的重要性：３
種安定同位体比による解析
*塩澤 直人（東北大学・院・生
命）, 柚原 剛（東北大学・院・生
命）, 由水 千景（総合地球環境学
研究所）, 陀安 一郎（総合地球環
境学研究所）, 占部 城太郎（東北
大学・院・生命）

16:45 [A03-10]
ユキツバキ落葉分解に関わる菌
類相の遷移  ー内生菌の関与と
菌種間相互作用の検討ー
*堀田 崇仁（新潟大学, 佐渡自然
共生センター）

[B03-10]【B】
中部日本のスギ林における自動
撮影カメラを用いた地上性哺乳類
による付着散布の定量化
*北村 俊平, 寺島 拓哉（石川県
立大学）

[C03-10]【B】
外来種防除、研究から実装へ〜
沖縄新規定着外来種ハヤトゲフ
シアリを例に〜
*Masashi YOSHIMURA（OIST）,
Mayuko SUWABE（OIST）, Kazuki
TSUJI（University of the Ryukyus）,
Yosuke BABA（SC Environmental
Science）, Hiroshi KAKAZU（Naha
City）, Masako OGASAWARA
（OIST）, Jumpei UEMATSU
（Kagoshima University）, Evan P
ECONOMO（OIST）, Koji ONO
（Ministry of the Environment）

[E03-10]
福島の生態系における食物網を

介した森林から生活圏への137Cs
の移行
*角間 海七渡（京都大学）, 村上
正志（千葉大学）, 二瓶 直登（福
島大学）, 和田 敏裕（福島大学）,
辰野 宇大（福島大学）, 川井 拓
哉（京都大学）, 大手 信人（京都
大学）

17:00 [A03-11]
近縁なイネ科植物の葉における
菌類群集組成の比較
*秦野 悠貴（同志社大学大学
院）, 松岡 俊将（兵庫県立大学大
学院）, 長谷川 元洋（同志社大
学）, 大園 享司（同志社大学）

[C03-11]
外来樹種ナギの侵入が小型節足
動物群集に与える影響
*葛西 弘（近大院農）, 澤畠 拓夫
（近大農）, 鳥居 春己（奈教大自
然環境教育セ）

[E03-11]
2019年台風19号の出水による千
曲川のバクテリア群集への影響
*土屋 健司（国立環境研究所）,
高津 文人（国立環境研究所）, 平
林 公男（信州大学）

17:15 [A03-12]
亜熱帯林・温帯林における落葉
の漂白部・非漂白部のリグニン分
解酵素活性の比較
*田渕 航平（同志社大学大学
院）, 松岡 俊将（兵庫県立大学大
学院）, 長谷川 元洋（同志社大
学）, 大園 享司（同志社大学）

[C03-12]【B】
春に咲く外来雑草はヨーロッパ原
産が多い：開花フェノロジーと起
源地域の関係
*丸山 紀子, 河鰭 実之, 深野 祐
也（東京大学）

[E03-12]
流域の土地利用が北海道風連湖
流入河川水質に与える影響
*佐々木 章晴（北海道大学）

17:30 [E03-13]【B】
日本人の摂食行動に伴って発生
しているリンのロス
*Shinichiro MISHIMA（NARO）
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